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原作・大川悦生 ■ ェ

16ミ リ版 200,000円

ビデオ版  66.000円



小学校 の教科 書 に も掲 載 され て い る『おか あ さ

んの本』な ど、優れた児童文学 を残 した大川悦生作

『はとよ ひろしまの空を』の映画化です。

大平洋戦争末期。家族 とかわいがって くれた飼い主の

少年を原子爆弾で亡 くし、一羽残されためすの子鳩は、

やがてやさしいおす鳩に出会い、愛の巣をつ くり共に卵

をかえそうとします。

焼け野原となった町を必死で生 き抜こうとした鳩の姿

を通 して、あらためて、命 とは、平和 とは何かを問いか

けます。

1945年、夏。空襲による戦火が日本の全土に広がって

いた頃のことです。

広島に、中学生のアキラ少年が母親 と二人で暮 らして

いました。アキラは五羽の伝書鳩の親子を飼ってお り、

一番幼いめすのミチルをとりわけかわいがっていました。

アキラは鳩たちに、遠い戦地に行ったきり音信のない父

親へ手紙を届けさせることを夢見ていました。夕焼け空

に鳩たちを放つとき、アキラは叫ぶのです。「おとうさ―

ん、鳩をや りますけえ、待っとって くれんさ―い !」

その頃の中学生には勉強どころか夏休みもありません。

空襲による火災が広がらないよう建物を取 り壊すなど、

毎 日きつい作業に従事 していました。

8月 6日 の朝。アキラはいつ も通 り鳩に餌をやって出

かけます。空からアキラを見送って戻る途中、 ミチルた

ちは遠い爆音を聞きました。,先濯物を干 していたアキラ

の母親は「B-29じ ゃ」と、慌てて家に入 りました。 ミチ

ル と兄鳩が鳩小屋に入ったその時です。ピカーッ !すべ

てが強烈な光に包まれました。

偶然助かったミチルは、必死に規兄弟を捜 します。「誰

か助けて くださ―い」つぶされた家の下からアキラの母

親の声が しました。「どうしよう、兄さん」傷ついて飛ベ

ない兄鳩はミチルに言います。「アキラさんのところヘ

行って くるんじゃ !」

地獄絵さなが らの町を、 ミチルはアキラを捜 して必死

に飛び続けます。勤労動員の現場に着 くと、変わ り果て

たアキラの姿がありました。「きよったな。ちびちゃん」

関 東 営 業 所 東 京都 中央 区京橋 2171
関 西 営 業 所 大阪市北区曽根崎新地11322

広 島 出 張 所 広島市中区国泰寺町1531
高 松 出 張 所 高 松 市 本 町 11-7
中 部 営 業 所 名古屋市 中区錦 3-24-3
九 州 営 業 所 福 岡市 博 多区 中洲 4318
北海道営業所 札幌市中央区南―条西74

アキラは手帳を破 り、「母 さんや られた。僕はまだ死な

ん」と書 きなぐり、 ミチルに託 して息絶えました。

ミチルが戻って くると、家の辺 りは人の海で した。手

紙をくわえてさまようミチルの羽を、やがて黒い雨が濡

らしました。

冬が訪れ、原爆の町に雪が降 り積 もりました。 ミチル

がいつ ものように鳩小屋の跡に行 くと、負傷 した復員軍

人が線香 をあげて泣いていました。「もしか したらあの

人、アキラさんのお父さんかもしれん。うち、手紙あず

かっとるんよ !」 必死で飛び回るミチルですが、その人

は夕間に消え去っていきました。

それから間もな く、 ミチルはやはりひとりぼっちのお

す鳩に出会い、焼けビルの片隅にともに愛の巣を作 りま

す。卵を二つ産み落 とし、力を合わせてあたためますが、

ある日急におす鳩が得体の知れない病気になり、あと二、

四日したらヒナがかえるという晩に、巣の下に落ちて死

んでいました。卵はなぜか一つ しかかえりませんで した

が、日増 しに成長 していく子鳩にミチルは今 までの出来

事を話 してやるので した。

ところがある日、ミチルは激 しいめまいに襲われます。

飛ぶことも、えさを食べることもできません。おす鳩と同

じように沢山の放射能を浴υていたのです。

夏の明け方、 ミチルは夢をみました。光の中で兄鳩 と

アキラが ミチルを呼ぶのです。 ミチルはアキラの手紙を

くわえると、夢の国へと旅立って行 きました。

朝 日を浴びた川岸に、原子爆弾でなくした両親のお墓

参 りに来ていた兄妹が、手紙をくわえて川に流れるミチ

ルの亡骸に気づ きました。二人はそばにほんの少 し咲い

ていた花を投げ入れてや りました。 ミチルの流れてい く

先には、大 きな金色に輝 く海が広がっていました…。

制作……東映株式会社

原  作………大川 悦生  作
(ポプラ社Tl)

プロデューサー̈ ¨̈ 河田富二郎  美

小田 幸子  撮

教育映像部

画……平塚 知哉

術……山本 二三

影……自井 久男

楽……渡辺 博也

くキャス ト〉

ア キ ラ……頓宮 恭子  子  鳩……大野まりな

ミ チ ル ……山崎和佳奈  ナレーション……坪井 章子

●お買い上げは……

北辰映像株式会社
(1自 株式会社埼玉北辰映画配給社)

埼玉県さいたま市三室北宿2190-2
〒336-0911 電話048-810-5277

士日良公吹．矢
本

督

脚

監

〒1040031803-3535-3631

〒5300002806-6345-9026
〒7300042a082-249-3930
〒76000320087-851-3766
〒4600003a052-971-0923
〒8100801壼 092-262-3101

〒0600061● OH-231-1439
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